
■9：55 ～ 10：00　開会挨拶

■10：00 ～ 11：00　基調講演

子ども期の逆境経験と健康：トラウマ治療に活かせる環境調整とは
座　　　　長：	 戸田　裕之（防衛医科大学校 医学教育部 医学科 精神科学講座）
演　　　　者：	 藤原　武男（東京科学大学　公衆衛生学分野）

■11：10 ～ 12：10　教育講演

米国におけるトラウマ治療― 社会・教育・臨床の現在と課題
座　　　　長：	 長峯　正典（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）
演　　　　者：	 服部　信子（個人開業）

■12：30 ～ 13：30　ランチョンセミナー①

災害時のこころのケアと PTSD
座　　　　長：	 松本　和紀（こころのクリニック OASIS　院長）
演　　　　者：	 加藤　　寛（�兵庫県こころのケアセンター　センター長）
共　　　　催：	 大塚メディカルデバイス株式会社

■13：40 ～ 15：10　大会企画シンポジウム 1

トラウマ治療の現状における課題と今後の展望
企　  画  　者：	 長峯　正典（防衛医科大学校　防衛医学研究センター　行動科学研究部門）
座　　　　長：	 長峯　正典（防衛医科大学校　防衛医学研究センター　行動科学研究部門）
		  中島　聡美（武蔵野大学　人間科学部 人間科学科）
シンポジスト：	 伊津野拓司（厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 精神・障害保健課）
		  仁木　啓介（ニキハーティーホスピタル）
		  白川美也子（こころとからだ・光の花クリニック）
		  大江美佐里（久留米大学医学部 神経精神医学講座 保健管理センター）

現地開催 オンデマンド配信

現地開催 オンデマンド配信

現地開催 オンデマンド配信

現地開催

現地開催 オンデマンド配信

A 会場：小ホール（ホール棟  2F）

（１日目）：7 月 25 日（土）プログラム
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■15：20 ～ 16：50　大会企画シンポジウム 2

実装科学から見たトラウマ治療の現状
企　  画  　者：	 長峯　正典（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）
		  斉藤　　拓（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）
座　　　　長：	 西　　大輔（東京大学大学院 医学系研究科 精神保健学分野）
		  斉藤　　拓（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）
指 定 討 論 者：	 佐々木那津（東京大学大学院 医学系研究科 精神保健学分野）
シンポジスト：	 井野　敬子（国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 行動医学研究部）
		  大塚美菜子（防衛医科大学校 外傷・熱傷・事態対処医療センター PTSD 治療部門）
		  亀岡　智美（兵庫県こころのケアセンター）
		  鶴田　信子（被害者支援都民センター）
		  堀越　　勝（武蔵野大学 人間科学部）

■16：50 ～ 17：20　総会

現地開催 オンデマンド配信

現地開催
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■17：00 ～ 18：00　ポスターセッション

P-1	 急性循環器疾患患者が抱えるトラウマを啓発する活動報告
豊田　英嗣（日本原病院心療内科）

P-2	 職場暴力の文脈における精神科看護師の怒りに関する研究
石田　哲也（久留米大学医学部神経精神医学講座）

P-4	 解離の長期的経時変化：コミュニティサンプルに基づく 3年半の 2時点調査
池田　龍也（兵庫教育大学大学院学校教育研究科）

P-5	 COVID-19 パンデミック後の医療従事者における心的外傷後成長と professional fulfilment の関連
浅岡　紘季（東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野）

P-6	 過去のストレスフルな出来事が大学生のメンタルヘルスに及ぼす影響と程度について
八別當愛奈（弘前大学 医学部 心理支援科学科）

P-7	 福島第一原子力発電所事故による避難者への アンケート調査に伴う折り返し電話相談の実践 　―多
職種連携によるアウトリーチの事例報告―

萩原　裕子（�こころと法のつながり相談室、早稲田大学災害復興医療人類学研究所（Waseda Institute of 
Medical Anthropology on Disaster Reconstruction）、埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

P-8	 被災陸上自衛隊員と家族のストレス・プロセス――Double ABCX Model に基づく質的分析
寺田　孝史（防衛大学校 防衛学教育学群 統率・戦史教育室）

P-9	 ウクライナ警察官のための惨事ストレス対策マニュアル作成に向けて
藤代　富広（人間環境大学　総合心理学部　総合犯罪心理学科）

P-10	 逆境的小児期体験と精神病理の関連における研究実施国間差 : メタ分析による異質性の検討
飯塚喜久乃（京都大学大学院人間・環境学研究科）

P-11	 精研版 CAPS-5 の信頼性・妥当性の検証と生成 AI の利用可能性についての検討
成田　　瑞（国立精神・神経医療研究センター）

P-12	 受刑者におけるトラウマからの回復過程 ―POWER プログラム受講者の変化に着目した質的検討―
佐々木彩子（法務省矯正研修所効果検証センター、東日本成人矯正医療センター、サードプレイス）

P-13	 学校への所属感と自殺念慮の関連：逆境的小児期体験の多少に関わらない保護的役割
押切　謙一（北海道大学病院 精神科神経科）

P-14	 DERS 日本語版の開発と信頼性・妥当性の検討：トラウマ体験がある人を対象として
遠藤　　香（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　行動医学研究部）

P-15	 学校教員における児童期マルトリートメント把握時の報告・通告に関する心理的障壁および促進因
子の検討

千葉比呂美（久留米大学医学部神経精神医学講座）

P-16	 あいまいな喪失　～ Pauline Boss 博士との単独インタビューを通して、動機づけ面接のトラウマ治
療への適用可能性を考える～

青木　世識（トラウマケアセンター希望、MINT（国際動機づけ面接トレーナーネットワーク）名誉理事・元理事）

現地開催 オンデマンド配信

B 会場：国際会議室（ホール棟  4F）
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P-17	 遷延性悲嘆と睡眠の主観－客観乖離の横断的関連
矢嶌　智貴（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　睡眠・覚醒障害研究部）

P-18	 国連平和維持活動への派遣に伴う心理的ストレス反応の軌跡とレジリエンスの関連
斉藤　　拓（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）

P-19	 非致死性トラウマに対する 2日間介入における Flash Technique（FT）の主観的苦痛および症状への
効果

金澤　夏帆（明星大学大学院心理学研究科）

P-20	 小児期逆境体験から家族形成に至るプロセス―複線径路・等至性モデルを用いた検討―
高山　桃香（兵庫県こころのケアセンター、兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科）

P-21	 福島原発事故被災者に認められる複雑性 PTSD の可能性と心理・社会・経済的要因―2025 年度
NHK・早稲田共同調査から

辻内　琢也（�早稲田大学人間科学学術院、早稲田大学災害復興医療人類学研究所、�	
こころと法のつながり相談室）

P-22	 ボスニア紛争後の子ども・青年データの縦断分析 : 戦争関連トラウマ体験、自己コントロール感覚、
ソーシャルサポートがトラウマ症状に及ぼす影響

正司孝太郎（人間環境大学看護学部）

P-23	 DMORT（災害死亡者家族支援チーム）の 20年のあゆみ
村上　典子（神戸赤十字病院心療内科、一般社団法人日本 DMORT）

P-25	 近親者との死別を体験した人における気持ちの揺らぎについて
藤田　悟郎（科学警察研究所）

P-26	 自己・時間・関係性からみた解離の回復プロセス
大塚　裕子（中通総合病院）

P-27	 親子相互交流療法 PCIT による親のトラウマ症状の変化
加藤　知子（かとうメンタルクリニック、弘前大学保健学研究科）

P-29	 過去のトラウマ体験と医学生・看護学生の共感性変化との関連
脇　　文子（防衛医科大学校防衛医学研究センター行動科学研究部門）

P-30	 感情調節障害に関する文献レビューと当事者としての経験を踏まえた考察
塚本　徹雄（新潟医療福祉大学 医療情報管理学科）

P-31	 トラウマに配慮した段階的安定化介入が社会復帰の転機となった薬物依存症の一例
平野　祥子（神奈川県立精神医療センター）

P-32	 日本人の過敏性腸症候群有症状者と健常対照者における逆境的小児期体験の比較
佐久間智子（東北大学大学院医学系研究科心療内科学分野）

P-33	 精神疾患を合併した母親の被虐待歴と児への虐待・保護介入との関連
松井茉莉江（防衛医科大学校　精神科学講座）

P-34	 TIC 動画教材が援助職者の実践志向に及ぼす影響の検討
小川恵美子（滋賀大学教育学部）

P-35	 宗教虐待および宗教的トラウマ概念の整理と日本への適用可能性の検討
Martina Bottazzo （大阪大学大学院　人間科学研究科　博士後期課程　教育心理学研究室）
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P-36	 大規模災害時の妊娠時期と子どもの行動上の問題及び保護者のメンタルヘルスの中長期的な関連に
ついての検討

千葉　柊作（岩手医科大学附属病院）

P-37	 トラウマ関連症状と潜在的な実行機能障害との関連：TIC を見据えた J-BRIEF-A 標準化と臨床データ
の統合的検討

桃田　茉子（兵庫県こころのケアセンター）

P-39	 鳥取県の児童相談所における３年間の継続研修の実践報告～自由記述項目に着目して～
小山　義晃（鳥取県西部総合事務所県民福祉局米子児童相談所）

P-40	 いじめ被害者への非難的態度が有責性意識に及ぼす影響―社会的望ましさといじめ被害・加害経験
年数の調整効果―

堀　　孝司（甲南大学大学院人文科学研究科）

P-41	 自衛隊員の心的外傷後成長を促進する要因の信頼性および妥当性
小森　國寿（陸上自衛隊朝霞駐屯地）

P-42	 Traumatization and Burnout among Mental Health Professionals Working with War-Affected 
Individuals

Oksana Shevchuk（�Ivano-Frankivsk National Medical University, Department of Psychiatry, Narcology and 
Medical Psychology）

P-43	 Development and Clinical Evaluation of a Virtual-Assisted Exposure Psychotherapy for PTSD in 
Ukrainian Civilians and Veterans

Lesia Sak（Bogomolets National Medical University, Educational and Research Institute of Mental Health）
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